










4 才未満に発症するインスリン依存性糖尿病(以下 IDDM)は前回の研究班での集計によると

18 才以下で発症するIDDM の 2.9％である。このような幼小児期に発症する IDDMには一般

に寛解期がみられず,発症と共に Total diabetes になっていることが多い。更にこの年齢

では食事摂取量,運動量が一定せず,また低血糖の症状を充分に示さないか,または訴える

ことが出来ないうちに,突然けいれん発作として低血糖がおこってくる。また幼小児は上気

道感染に罹患することも多く,しばしば消化器症状を伴ってくる。以上のことはこれら幼小

児 IDDM のコントロールを難しいものにしている。我々は最近4例の幼小児発症IDDM を経

験し治療して来た。今回その概要を述べ,インスリン治療について検討したので報告する。 


